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議
案
第
三
号

市
町
村
立
学
校
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
案

市
町
村
立
学
校
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

市
町
村
立
学
校
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
秋
田
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

改
正
後

改
正
前

（
特
殊
勤
務
手
当
の
支
給
を
受
け
る
者
）

（
特
殊
勤
務
手
当
の
支
給
を
受
け
る
者
）

第
五
十
八
条
の
十
二

略

第
五
十
八
条
の
十
二

略

２

略

２

略

３

条
例
第
十
七
条
第
五
項
の
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
感
染
症
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
病
原
体
が
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
の
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
（
令
和
二
年
一
月
に
、
中
華
人
民
共
和
国
か
ら
世
界
保
健
機
関

に
対
し
て
、
人
に
伝
染
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
が
新
た
に
報
告
さ
れ
た
も

の
に
限
る
。
）
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
と
す
る
。

４

条
例
第
十
七
条
第
五
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
作
業
は
、
学
校
等
で

感
染
症
が
発
生
し
、
保
健
所
の
見
解
又
は
学
校
医
等
の
助
言
を
踏
ま
え
て
行

う
消
毒
の
作
業
と
す
る
。

（
特
殊
勤
務
手
当
の
額
）

（
特
殊
勤
務
手
当
の
額
）

第
五
十
八
条
の
十
三

多
学
年
学
級
担
当
手
当
に
係
る
条
例
第
十
七
条
第
六
項

第
五
十
八
条
の
十
三

多
学
年
学
級
担
当
手
当
に
係
る
条
例
第
十
七
条
第
五
項

に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
額
は
、
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
次
の
各
号
に

に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
額
は
、
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
次
の
各
号
に

掲
げ
る
額
と
す
る
。

掲
げ
る
額
と
す
る
。

一
・
二

略

一
・
二

略

２

教
育
業
務
連
絡
指
導
手
当
に
係
る
条
例
第
十
七
条
第
六
項
に
規
定
す
る
規

２

教
育
業
務
連
絡
指
導
手
当
に
係
る
条
例
第
十
七
条
第
五
項
に
規
定
す
る
規

則
で
定
め
る
額
は
、
業
務
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
二
百
円
と
す
る
。

則
で
定
め
る
額
は
、
業
務
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
二
百
円
と
す
る
。

３

防
疫
業
務
手
当
に
係
る
条
例
第
十
七
条
第
六
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め

る
額
は
、
作
業
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
二
百
九
十
円
と
す
る
。

附

則
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１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
市
町
村
立
学
校
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
規
則
の
規
定
は
、
令
和
二
年
十
二
月
三
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
三
年
二
月
二
十
五
日
提
出

秋
田
県
教
育
委
員
会
教
育
長

安

田

浩

幸

理

由

市
町
村
立
学
校
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
三
年
秋
田
県
条
例
第
十
八
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
特
殊
勤
務
手
当
に
つ
い
て
所
要

の
規
定
の
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
規
則
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。
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市町村立学校職員の給与等に関する規則の一部を改正する規則案要綱

１ 改正理由

市町村立学校職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例（令和３年秋田

県条例第１８号）の施行に伴い、特殊勤務手当について所要の規定の整備を行う

必要がある。

２ 改正内容

⑴ 防疫業務手当の対象となる感染症は、新型コロナウイルス感染症（病原体が

ベータコロナウイルス属のコロナウイルス（令和２年１月に、中華人民共和国

から世界保健機関に対して、人に伝染する能力を有することが新たに報告され

たものに限る。）であるものに限る。）とすることとする。（第５８条の１２

第３項）

⑵ 感染症のまん延を防止するために行う作業として、学校等で感染症が発生し

た際に、保健所の見解又は学校医等の助言を踏まえて行う消毒の作業とするこ

ととする。（第５８条の１２第４項）

⑶ 防疫業務手当の手当の額は、作業に従事した日一日につき２９０円とするこ

ととする。（第５８条の１３第３項）

３ 施行期日等

⑴ この規則は、公布の日から施行することとする。

⑵ ２は、令和２年１２月３日から適用することとする。

議案第３号参考資料



令和３年

第３回 教 育 委 員 会 会 議

報告事項

秋田県教育委員会



１． し の の め は ら の か が や き
２． ち え う む う で の と う と さ
３． しゅ う ほ う か け る さ く ふ う

能
代
科
学
技
術
高
等
学
校

校
歌

作
詞

武
田

幹
夫

補
作

鈴
木

修
一

作
曲

四
反
田
素
幸

一

東
雲
原
の

輝
き
と

盤
若
の
丘
の

煌
め
き
を

共
に
し
学
ぶ

も
の
づ
く
り

米
代
の
水

語
る
に
は

こ
こ
に
技
あ
り

巧
み
あ
り

科
学
技
術
の

学
び
舎
に

新
地
を
拓
く

力
あ
り

二

知
恵
生
む
腕
の

尊
さ
と

学
理
の
業
の

喜
び
を

共
に
し
進
む

ふ
る
さ
と
に

景
林
の
風

語
る
に
は

こ
こ
に
役
あ
り

務
め
あ
り

科
学
技
術
の

学
び
舎
に

社
会
を
創
る

誇
り
あ
り

三

秀
峰
翔
る

朔
風
と

行
く
手
導
く

北
斗
星

共
に
し
め
ざ
す

意
気
高
し

白
神
の
森

語
る
に
は

こ
こ
に
夢
あ
り

望
み
あ
り

科
学
技
術
の

学
び
舎
に

未
来
を
照
ら
す

光
あ
り

秋田県立能代科学技術高等学校の校歌について

報告事項
高校教育課

１ 校歌

と は ん にゃ の お か の き ら め き
と が く り の わ ざ の よ ろ こ び
と ゆ く て み ち び く ほ く と せ

を と も に し ま な ぶ も の づ く －
を と も に し す す む ふ る さ と －
い と も に し め ざ す い き た か －

り よ ね し ろ の み ず か た る に は こ こ に わ ざ あ り
に け い り ん の か ぜ か た る に は こ こ に や く あ り
し し ら か み の も り か た る に は こ こ に ゆ め あ り

た く み あ り か が く ぎ じゅ つ の ま な び や に
つ と め あ り か が く ぎ じゅ つ の ま な び や に
の ぞ み あ り か が く ぎ じゅ つ の ま な び や に

し ん ち を ひ ら く ち か ら あ り
しゃか い を つ く る ほ こ り あ り
み ら い を て ら す ひ か り あ り

２ 作詞者、補作者、作曲者
作詞：武田 幹夫 氏（能代市在住、元県立高等学校長）
補作：鈴木 修一 氏（秋田県生涯学習センター所長）
作曲：四反田素幸 氏（元秋田大学副学長）



「横手市増田まんが美術館」の博物館相当施設の指定について

生涯学習課

１ 申請

横手市より「横手市増田まんが美術館」（横手市増田町増田新町285番

地）の博物館相当施設の指定について、令和２年12月21日付けで、県教育

委員会に申請があった。

２ 指定要件の審査

（１）都道府県教育委員会が指定（「博物館法」第29条）

（２）申請の際の提出書類（「博物館法施行規則」第19条）

一 当該施設の有する資料の目録

二 直接当該施設の用に供する建物及び土地の面積を記載した書面及び

図面

三 当該年度における事業計画書及び予算の収支の見積に関する書類

四 当該施設の長及び学芸員に相当する職員の氏名を記載した書類

（３）審査事項（「博物館法施行規則」第20条）

一 博物館の事業に類する事業を達成するために必要な資料を整備して

いること。

二 博物館の事業に類する事業を達成するために必要な専用の施設及び

設備を有すること。

三 学芸員に相当する職員がいること。

四 一般公衆の利用のために当該施設及び設備を公開すること。

五 一年を通じて百日以上開館すること。

＊ 指定の審査に当つては、必要に応じて当該施設の実地について審

査する。

３ 「横手市増田まんが美術館」の概要

（１）開館 平成７年

（２）資料点数 406,669点

（３）延床面積 3,363.43㎡ うち特別展示室363㎡、常設展示室230㎡

（４）学芸員 １名 来年度は２名の予定

（５）公開 年間５～６本の企画展を実施、土日祝日にワークショップを実施

（６）休館日 第３火曜日

（７）運営 ［指定管理者］横手市増田まんが美術財団

４ 審査及び結果

申請を受け、生涯学習課で書類審査及び現地確認･ヒアリング（令和３

年１月26日）を行った結果、同館を博物館相当施設として指定することは

妥当である。

報告事項
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